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　本書は，地域創生をキーワードとして，マー

ケティングの視点からアプローチしたものであ

る。

　構成としては，第 1 部の理論編（第 1 章～

第 5章）と第 2部の事例編（第 6章～第 10 章）

から成っている。ここでは，紙幅の都合もあり，

全ての章を詳細に紹介することができないが，

各章の大まかな内容を紹介することにしたい。

　第 1章「地域創生の論理とマーケティング・

コミットメント」では，地域創生の論理とマー

ケティング・コミットメントというタイトルで，

地域に埋め込まれた固有の経営資源を現代的に

再編成することにより，集積のメリットを生み

出し，それが地域社会における革新につながる

という観点から，地域創生マーケティングを考

えようとしている。

　そのためには，まず「地域」のとらえ方と，「創

生」の考え方を改めて考えることから始めよう

としている。地域のとらえ方については，空間

的な領域にこだわるのではなく，地域活性化に

資する様々な地域資源に着目し，ある一定の関

係性概念から見たエリアとして地域をとらえよ

うとしている。

　第 2章「持続可能なまちづくりに求められる

観光産業」と第 4章「地域創生と地域住民・観

光客の満足」では，観光政策の観点から地域創

生としてのまちづくりと地域住民と観光客に

とっての満足について論じられており，第 3章

「地域創生と SDGs」では SDGs の取り組みと

地域創生戦略とその課題について論じられてい

る。そして理論編最後の第 5章「地域創生とコ

トベースのブランディング」では，地域創生に

関して「モノ」から「コト」ベースでの地域ブ

ランディングへの発想の転換について論じられ

ている。

　次に，第 2部の事例編についてみてみると，

第 6章「地域創生におけるゲートキーパーの役

割」では，北海道の上川町における上川町役場

と上川大雪酒造との関係を取り上げ，上川大雪

酒造のゲートキーパーとしての役割に注目し，

同社が創業する前と比べて上川町の産業全体が

活性化したとしている。第 7章「地域特産品の

創出と地場産業の発展」では，博多名物の明太

子産業の発展過程とその歩みが紹介され，その

事例からの示唆として，創始者のふくやが自社

商品の「味の明太子」の商標権や製法特許を取

らなかったために，多くの企業が明太子の製造

に参入し，需要の大きい福岡・博多に産業集積

が形成され，地場産業として成長・発展を遂げ

ることができたとしている。第 8章「着地型観

光による地域創生」では，地域が主役となって，

旅の目的を提供し，旅や観光の価値を高める取

り組みを着地型観光と定義し，観光市場の動向

や旅行スタイルが変化しつつある情況の中で，

地方への誘客の必要性を考えようとしている。

そのためには，（1）魅力ある観光商品の提供，（2）

満足度の向上とリピート化，ファンの育成（3）

地方の特性を生かした誘客，（4）滞在時間の拡

大と地域への波及効果，（5）地域のブランディ

ングなどが必要であるとしている。また，先進

的な着地型観光事例において，地域内および地

域外の構造としての集積とネットワークが必要



であるとも記している。第 9章「有田焼にみる

海外展開と地域創生」では，日本遺産として認

定を受けた肥前窯業圏の有田焼を取り上げ，そ

の地域性と陶磁器産業の関係性を考察し，さら

に県の取り組みとしての海外展開である「有田

焼操業 400 年事業」と「アーティスト・イン・

レジデンス」を取り上げ，地域創生の新しい価

値創造の「場」の形成プロセスを明らかにしよ

うとしている。伝統産業の多くは，「原材料の

確保が困難」，「後継者不足」，販路開拓が困難」

などの課題抱えており，有田焼もその例外では

ない。しかし，単なる繰り返しではなく，「新

規性」と「革新性」という新しい価値を作り出

す「場」の形成が必要であると主張されている。

そのためには，様々なステークホルダー間での

資源・価値・情報などが効果的かつ効率的に交

換され，その相互作用の中で，多様なコンテキ

ストを持つ「場」が形成される必要があるとし

ている。有田町では，具体的に日本DMO組織

である「まちづくり公社」と有田町の空き家・

空き店舗に新しい価値を付加し，地域住民・移

住者などの暮らしを豊かにするという目的で設

立された非営利活動法人「灯す屋」という 2つ

の組織が，有田焼を中心としながら有田町の他

の資源とどのように結び付けていくのか，また

観光だけではなく，地域や地域の人々と多様な

接点を持った関係人口を増やしていけるのか，

といった課題に積極的に取り組んでおり，それ

らが有田町に新しい魅力を付加している。

　さらに，海外進出に関しても，販路を求めて

の単なる輸出としてではなく，①既成概念にと

らわれることなく，新しい価値を生み出してい

くという「イノベーション」，②有田焼の卓越

した技術と品質の素晴らしさを伝え，有田焼の

再評価を促すための「リブランディング」，③

優れた職人やデザイナーなど，有田焼の未来を

担う「クリエーター育成」という 3つのプロジェ

クトを展開した。もちろん，すべてのプロジェ

クトが十分に成功したとはいえない。地域に埋

め込まれた制度的条件が有田焼のブランド力と

して強いイメージが存在する。有田焼は地元で

は，その中心顧客層がホテルや旅館の業務用陶

磁器であり，一般消費者に対する販路開拓には，

従来とは異なった市場へのアプローチが必要で

ある。言い換えれば，対象となる市場が多様な

「場」を持つということである。それぞれの場

がどのようなものであるかを見極めることが課

題である。

　最後の第 10 章「山梨ワインクラスター」で

は，ワイン産業クラスターとはどのようなもの

か，その中で山梨のワイン産業はどのように発

展し，現在どのようなステージにあるのか，そ

して山梨ワイン産業をどのような視点でとらえ

ればよいのかについて，「文化システム産業」

視点からアプローチしている。まず，ワインク

ラスターの成功要因として以下の 4点が示され

ている。

（1） 複合体としてのワインクラスター : ワイ

ナリーと地場のワイン生産企業だけでな

く様々な団体・組織・機関・コミュニ

ティーが複合的に関わっている。

（2） 各プレーヤー間の関係性 : これらの組織

や個人たちが特定の理念のもとに関わり

合い関係性を保ち，コーディネートされ

ている。

（3） グローバル環境変化への対応 : ワインは

「世界商品」であり，ワインクラスター

は常に海外のワイン産業や消費の変化に

対応していく必要がある。

（4） 地域ブランドの資源化 : それぞれの地域



ごとに呼称があり，その地域独特の地域

性・イメージをブランド化し，それをワ

イン産業の資源とする。

　山梨県は 2019 年に「ワイン県」を宣言して

おり，2020 年時点で全国には 369 社のワイナ

リーがある中で，山梨は 23% を占めており，

日本で最大のワイナリーがある。もともと，日

本のワイン産業の構造は，大手 5 社が約 80%

のワインを国内で製造し，その生産量の 92%

が外国から濃縮ブドウジュースを輸入して作っ

たワインであった。しかし，国内ブドウで造っ

た「日本ワイン」のマーケット拡大をにらみ，

キリン，サントリ，サッポロビールの 3社は，

山梨県にあるワイナリーを国産ブドウのみを扱

う日本ワインの生産ワイナリーとして位置づけ

ていた。その結果，山梨ワイナリーはその生産

技術の高さを評価されるようになった。また，

2007 年に行われた山梨県のイメージ調査にお

いて，自然や歴史を表す富士山や武田信玄では

なく，ブドウ・ワインが 1/3 を占めるようにな

り，ワインが地域ブランドとして認識されてい

る。その後も，2016 年のワインリゾート構想に

おける取り組みや 2019 年のワイン県やまなし

の宣言などワインのすそ野を広げていった。

　最後に，地域創生はその実行に関して難しい

側面があり，様々な考え方があることが理解で

きた。各地域が独自の地域ブランドを基盤とし

て，地域に呼び込もうという点では，各地域間

の競争関係でもある。そのような構造の下で，

市場を拡大することの難しさも存在するであろ

うことが見て取れる。さらにこの 3年間のコロ

ナ禍のような人々の行動規制が重なることに

よって，他地域からの移動が制限されることが

人々を呼び込むことを難しくなっていることも

事実である。このような状況にあっては，他地

域から人を呼び込むだけでなく，地域内の人々

の需要を喚起することも必要であると思われ

る。もともと，地域ブランドはまず地域の人々

がそれに愛着を持ち，各自が積極的に関わると

いうことが重要であった。そしてそれが地域の

人たちによる他地域に向けてのアピールの言動

力にもなるはずである。他地域から来た顧客の

満足だけではなく，受け入れている地域内の

人々の満足についてもより突っ込んだ考察や事

例があってもよかったのではないだろうか。

 （大阪経済大学情報社会学部教授　藤本寿良）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


